
平成11年2月10日

Noロ

編集'発行 」ヽ浜市議会事務局

イ
~ 
 、

年
頭
あ
い
さ
つ

今
年
は
例
年
に
な
く
雪
も
多
く
、
寒
さ
の

厳
し
い
年
の
始
め
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
景
気
の
低
迷
や
暗
い
事
の
多
い

年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
本
市
に
お
き
ま
し
て

は
近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
の
工
事
の
槌
音
が

聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
、
残
り
敦
賀
ま
で
全

線
施
行
命
令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
小
浜
線
電
化
も
実
現
の
見
通
し
が

立
ち
、
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ
き
ま
し
て
も

県
で
基
金
の
積
立
て
が
始
ま
る
な
ど
、
い
よ

い
よ
高
速
交
通
時
代
の
幕
開
け
で
あ
り
、
嶺

南
の
夜
明
け
の
年
と
な
り
そ
う
で
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
今
後
こ
れ
等

の

一
日
も
早
い
実
現
に
向
け
て
尚

一
層
の
運

動
を
展
開
い
た
さ
ね
ば
と
決
意
を
新
た
に
し

て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
六
月
定
例
議
会
か
ら
、
議

会
の
模
様
を
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
市
民
の
皆
様
に

議
会
を
深
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
身
近
で
親

し
め
る
議
会
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

『
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
、
日
暮
ら
し
、
硯

に
む
か
ひ
て
、
心
に
う
つ
り
ゆ
く
よ
し
な
し

事
を
、
そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
つ
く
れ
ば
、

あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け
れ
』

と
は
、徒
然
草
の
書
き
出
し
で
あ
り
ま
す
が
、

正
月
の
い
く
ら
か
時
間
の
ゆ
と
り
が
出
来
た

と
き
い
ろ
い
ろ
と
考
え
、
思
い
つ
く
ま
ま
に

記
し
て
み
ま
し
た
。

今
年
は

一
九
〇
〇
年
代
最
後
の
年
、
い
よ

い
よ
二
十

一
世
紀
の
扉
を
開
く
年
が
近
づ
い

て
参
り
ま
し
た
。

来
る
べ
き
二
十

一
世
紀
は
ど
ん
な
時
代
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
物
、
金
、
利
便
性
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
に
代
表
さ
れ
る

「物
中
心

の
時
代
」
か
ら
、
自
然
、
ふ
れ
あ
い
、
こ
だ

わ
り
、
や
す
ら
ぎ
等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ
う

な

「心
」
つ
ま
り

「
ハ
ー
ト
の
時
代
」
に
移

行
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
各
自
の
考
え
方
や
行
動
も
、
例
え

ば

「地
球
環
境
を
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
よ

う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
が
、
否
応
な
し
に

要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
行
政
も
、

教
育
も
、
家
庭
も
、
企
業
も
す
べ
て
の
社
会

で
今
ま
で
の
進
み
方
と
は
少
し
異
な
る
方
向

へ
の
転
換
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
ん
な
想
像
を
も
と
に
今
、
我
々
が
何
を

ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
、
今
で
き
る
こ
と
は

何
な
の
か
を
模
索
し
、
二
十

一
世
紀
を
目
前

に
控
え
、
確
か
な
未
来
を
次
の
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
市
民
の
皆
さ
ん
も

年
の
始
め
に
、
わ
が
家
の
こ
と
、
小
浜
市
の

こ
と
、
日
本
の
こ
と
、
地
球
の
こ
と
な
ど
い

ろ
い
ろ
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

特
に
今
年
は
統

一
地
方
選
挙
の
年
で
も
あ

り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
市
政
に
対
し

て
、
議
会
に
対
し
て
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

小浜市議会議長

松 尾  剛
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平成10年第4回定側会(11弟Ⅲ白■21車】概要|
認定セ件を認定t章決処分十件を承認、予算10件・条例5件を可決ヽ その他議
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平
成
十
年
第
四
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
が
十
二
月
十
日

に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
十
二
月
二
十

一
日
ま
で
の
十
二
日

間
と
決
定
し
、
直
ち
に
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
今
定
例
会

に
は
、
「平
成
十
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（第
五

号
と

な
ど
議
案
十
九
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
十
日
は
、
最
初
に
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
認
定
十
二
件
に
つ
い
て
、
決
算
特
別
委
員
長
か
ら

審
査
の
経
過
、
結
果
が
報
告
さ
れ
た
後
、
質
疑
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、　
一
号
お
よ
び
十
二
号
は
賛
成
多
数
を
も
っ

て
、
二
号
か
ら
十

一
号
ま
で
は
全
員
賛
成
を
も
っ
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

次
に
議
案

一
件

「専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
」
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

続
い
て
議
案
十
四
件
お
よ
び
陳
情
三
件
が
上
程
さ
れ
、

提
案
理
由
の
説
明
、
質
疑
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任

委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
若
狭
消
防
組
合
議

会
議
員
お
よ
び
若
狭
地
区
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
議
員

各

一
名
を
選
出
し
ま
し
た
。

翌
十

一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
を
休
会
と
し
、
十
五
、
十

六
日
の
両
日
、
本
会
議
を
再
開
し
、
十

一
名
の
議
員
が
市

政
各
般
に
わ
た
り

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
曇

披
質

問
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
別
記
の
と
お
り
）

翌
十
七
日
か
ら
二
十
日
ま
で
を
休
会
と
し
、
そ
の
間
各

常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
付
託
さ
れ
た
議
案
、
陳
情
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

二
十

一
日
に
本
会
議
を
再
開
し
、
は
じ
め
に
陳
情
四
件

を
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
続
い
て
各
常
任
委

員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
付
託
議
案
、
陳
情
に
つ
い
て
審
査

経
過
、
結
果
が
報
告
さ
れ
た
後
、
各
議
案
に
つ
い
て
採
決

が
行
わ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
地
域
振
興
券
交
付
事
業
に
関
す
る
二
議
案
が

上
程
さ
れ
、
質
疑
の
後
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

最
後
に

「教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
」
、
「加

斗
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
の
二
議
案
が
上

程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
任
命
及
び
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
、
平
成
十
年
第
四
回
小
浜
市
議
会
定
例

会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

果結及実百ヨ定

【認
定

】

認
定
第

１
号

認
定
第

２
号

認
定
第

３
号

認
定
第

４
号

認
定
第

５
号

認
定
第

６
号

認
定
第

７
号

認
定
第

８
号

認
定
第

９
号

認
定
第

１０
号

認
定
第

１１
号

認
定
第

１２
号

【議
案

】

議
案
第

７４
号

議
案
第

７５
号

議
案
第

７６
号

議
案
第

７７
号

議
案
第

７８
号

議
案
第

７９
号

平
成

９
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
走

に

つ
い
て

平
成

９
年
度
小
浜
市

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定

に

つ
い
て

平
成
９
年
度
小
浜
市
加
斗
財
産
区
運
営
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

平
成

９
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定

に

つ
い
て

平
成

９
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

平
成

９
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定

に

つ
い
て

平
成

９
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定

に
つ
い
て

平
成

９
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定

に

つ
い
て

平
成

９
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の

認
定

に

つ
い
て

平
成

９
年
度
小
浜
市

西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

の
認
定

に

つ
い
て

平
成

９
年
度
小
浜
市

国
民
宿
舎

及
び
小
浜

ユ
ー

ス

・
ホ
ス
テ
ル
事
業
会
計

決
算

の
認
定

に

つ
い
て

平
成

９
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
決
算

の
認
定

に

つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（平
成

１０
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

４
号
と

平
成

１０
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

５
号
）

平
成

１０
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第

２
号
）

平
成

１０
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第

１
号
）

平
成

１０
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第

３
号
）

平
成

１０
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第

３
号
）

市

長
ククク

原
案
認
定

ククク

/ / / / / / / /

原
案
承
認

原
案
可
決

クク

/ / / / / / / / / /

/ / / / / / / /
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若狭消防組合議会議員 岡 本  治 氏

若狭地区農業共済事務組合議会議員 花i里 予  イ果 氏

《教育委員会委員の任命に同意》

東 野 洋 士 氏 ( 府中)

《加斗財産区管理委員の選任に同意》

安 藤 武 夫 氏 ( 西勢)

家 山 茂 松 氏 ( 荒木)

平 井  男 氏 ( 黒駒)

荒 鹿 宜 勝 氏 ( 法海)

森 下 幸 男 氏 ( 下カロ斗)

木 村 光 雄 氏仕力口斗)

升目 回  保 氏 (鯉サ||)

従透F冒弟密克奏言夢密倉謹含香暑ど各景lrfl

人||■事
‐ 1‐21月|1定1例1会|■1程

10日  本会議

会期決定、決算特別委員長報告、

質疑、採決、議案 (専決予算)上程、

質疑、採決、議乗 (予算・条例)上程、

質疑、委員会付託、陳情委員会付託

若狭消防組合議会議員の選挙、

若狭地区農業共済事務組合議会議員の選挙

1 1 日～1 4 日 休 会

15日 ～16日 本会議 (一般質問)

17日     休 会 (委員会審査)

18日 ～20日  休 会

21日  本会議

閉会中の継続審査、常任委員長報告、

質疑、採決、陳情採決、意見書採決、

議案 (予算・条例。人事条件)上程、

質疑、採決

議
案
第
８。
号

議
案
第
８‐
号

議
案
第
８２
号

議
案
第
８３
号

議
案
第
８４
号

議
案
第
８５
号

議
案
第
８６
号

議
案
第
８７
号

議
案
第
８８
号

議
案
第
８９
号

議
案
第
９。
号

議
案
第
９‐
号

議
案
第
９２
号

【陳
情
】

Ｈ
９
陳
情
第
９
号

陳
情
第
１
号

陳
情
第
８
号

陳
情
第
９
号

陳
情
第
１０
号ぺ橿6

号

【そ
の
他
】

平
成

１０
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（第

２
号
）

平
成

１０
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

（第

１
号
）

平
成

１０
年
度
小
浜
市
国
民
宿
舎
事
業
会
計
補
正
予
算

（第

２
号
）

平
成

１０
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（第

１
号
）

小
浜
市

一
般
職

の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
市
税
条
例

の

一
部
改
正
に

つ
い
て

低
開
発
地
域
工
業
開
発
地
区
等

に
お
け
る
市
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の

制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
道
路
線

の
認
定
、
変
更
及
び
廃
止
に
つ
い
て

平
成

１０
年
度
小
浜
市
地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別
会
計
予
算

小
浜
市
特
別
会
計
条
例

の

一
部
改
正
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員

の
任
命

に
つ
い
て

加
斗
財
産
区
管
理
委
員

の
選
任
に

つ
い
て

「
も

ん
じ

ゆ
」

「
ふ
げ

ん
」
プ

ル
サ
ト

マ
ル
計
画
等

に
関
す

る
陳
情
書

著
作
物

の
再
販
制
度
維
持
を
求
め
る
陳
情
書

小
中
高

３。
人
学
級
早
期
実
現
を
求
め
る
陳
情
書

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
を
求
め
る
陳
情
書

深
刻
な
小
浜
市
内

の
失
業
対
策

上
層
用

の
改
善
を
求
め
る
陳
情
書

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

若
狭
消
防
組
合
議
会
議
員

の
選
挙

若
狭
地
区
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
議
員

の
選
挙

ク / / / / / / / / / // / ク/ / / / / /

クク

原
案
同
意

ク

継
続
審
査

クク

採

　

択

継
続
審
査

議

員

原
案
可
決

団
/ / / / / / / /

体

/ / / / / / ク/ /ク  //
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〔
導
調
鵜
地
鞠
準
道
敦
賀
線
に
つ
い
て
お

①
岡
津
開
発
イ
ン
タ
ー
設
置
の
取
組
み
に

つ
い
て

②
府
中
イ
ン
タ
ー
の
建
設
場
所
お
よ
び
取

組
み
に
つ
い
て

③
全
体
的
な
整
備
状
況
に
つ
い
て

ＡＡ陶却蝉守”膨勘僻ド瑠焼卿油鵡

の
取
付
道
路
を
そ
の
ま
ま
残
そ
う
と
す

る
計
画
が
同
津
開
発
イ
ン
タ
ー
で
あ

る
。
開
発
イ
ン
タ
ー
は
基
本
的
に
は
開

発
事
業
者
で
あ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
や
公

社
が
周
辺
の
開
発
事
業
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
設
置
費
用
を
捻
出
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
開
発
計
画
が

必
要
と
な
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
五
年
度
に

岡
津
ベ
イ

エ
リ
ア
複
合
開
発
調
査
を
、

平
成
八
年
度
か
ら
九
年
度
に
か
け
て
は

勢
浜
の
開
発
を
中
心
と
し
た
高
速
道
路

関
連
調
査
を
行

っ
た
が
、
今
日
で
は
景

気
の
低
迷
と
併
せ
第
ニ
セ
ク
タ
ー
の
破

綻
や
民
間
企
業
の
撤
退
が
起
こ
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
岡
津
イ
ン
タ
ー
は

本
市
に
と

っ
て
是
非
と
も
必
要
な
イ
ン

ヽ
舶

一
．！的

タ
ー
で
あ
り
、
何
と
し
て
も
残
し
た
い
。

②
府
中
イ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
平
成
八

年
十

一
月
に
仮
称

「小
浜
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
」
と
し
て
都
市
計
画
決
定
さ
れ

て
い
る
。
建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、
本

線
に
安
全
に
乗
り
降
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
、
直
線
に
近
い
こ
と
、
北
川
。

南
川
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
小
浜
線
を
避
け
る
こ

と
な
ど
の
技
術
的
な
条
件
を
満
た
す
場

所
で
あ
る
こ
と
、
更
に
は
市
街
地
の
中

心
部
に
近
く
、
国
道
二
十
七
号
と
百
六

十
二
号
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で
あ
り
、

将
来
の
地
域
振
興
計
画
の
核
と
な
り
う

る
場
所
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
総
合
的

に
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
地
域
は
優
良
農
地
地
帯

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
潰
れ
地
を
最
小
限

に
お
さ
え
る
イ
ン
タ
ー
チ
エ
ン
ジ
の
形

を
採
用
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
程
度

の
用
地
が
必
要
と
な

る
。
地
域
の
皆
様
に
は
多
く
の
犠
牲
を

強
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
今
後
と
も
十

分
に
話
し
合

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
を
進

め
た
い
。

③
舞
緯
東

・
岡
津
区
間
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
四
年
度
供
用
開
始
を
目
標
に
用
地

買
収
が
進
め
ら
れ
、
現
在
九
割
以
上
の

契
約
が
終
わ

っ
て
い
る
。
小
浜
市
の
同

津
と
鯉
川
に
お
い
て
も
両
区
の
集
団
調

印
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
線
工

事
に
か
か
る
本
市
地
係
に
お
い
て
は
、

大
飯
町
山
田
か
ら
鯉
川
へ
の
ト
ン
ネ
ル

エ
事
が
す
で
に
発
注
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
平
成
十
年
四
月
八
日
に
施
行

命
令
が
出
さ
れ
た
岡
津
か
ら
府
中
ま
で

の
十

一
．
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に

つ
い
て
は
、
関
係
区
に
事
業
の
説
明
と

調
査
測
量
の
お
願
い
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
平
成
十

一
年
の
秋
頃
か
ら

地
元
と
の
設
計
協
議
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。

更
に
府
中
か
ら
敦
賀
間
三
十
八
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
県
と
沿
線
市

町
村
が

一
体
と
な
り
要
望
活
動
を
展
開

し
て
き
た
と
こ
ろ
、
十
二
月
末
に
も
全

線
に
つ
い
て
施
行
命
令
が
出
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
の
期
待
を
し
て
い
る
。

Ｑ
鋤坑郡牒膨鞠卿離ル小Ｘ訴翻瑚

フ
つ

。

①
林
業
を
経
済
の
面
だ
け
で
な
く
、
環
境

や
災
害
防
止
の
面
か
ら
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
。

②
地
元
の
林
産
品
を
公
共
事
業
に
積
極
的

に
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
見
解

は
ど
う
か
。

Ａ
的，こ森淋醐掛嘘物鋭獣縮知雁使腱

養
、
保
健
休
養
の
場
の
提
供
、
大
気
の
浄

化
等
公
益
的
機
能
を
有
し
て
お
り
、
市

民
が
生
活
す
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
こ
の
森
林
の
有
す
る

公
益
的
機
能
を
図
る
た
め
、
間
伐
等
の

保
育
を
推
進
し
、
健
全
な
森
林
を
守
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
都
市
部
に

近
い
森
林
や
広
域
林
道
沿
い
の
森
林
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
憩
い
の
場
を
提
供

す
る
た
め
、
生
活
環
境
整
備
事
業
に
よ

り
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

災
害
防
止
に
関
し
て
は
樹
種
転
換
を

図
り
、
深
根
性
の
樹
木
、
保
水
力
の
あ

る
樹
木
の
植
栽
等
を
進
め
た
い
。

②
本
市
に
お
い
て
は
人
工
林
の
造
成
が
ほ

ぼ
達
成
さ
れ
、
今
後
は
こ
の
資
源
を
木

材
の
需
要
拡
大
を
通
じ
て
適
正
に
管
理

し
な
が
ら
、
有
効
利
用
す
る
こ
と
が
重

要
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
本
市
の
木
材
の
所
有
形
態
が
零

細
な
た
め
、
木
材
の
生
産
は
小
規
模
か

つ
分
散
的
で
あ
り
、
ま
た
製
材
工
場
等

の
規
模
も
小
さ
く
、
消
費
者

ニ
ー
ズ
に

即
応
し
た
地
元
産
材
の
安
定
供
給
が
図

ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で

県
産
材

（地
元
材
）
の
利
用
促
進
を
図
る

た
め
、
平
成
十
年
度
か
ら

「県
産
材
利

用
推
進
若
狭
連
絡
会
」
を
発
足
さ
せ
、

公
共
施
設
お
よ
び
公
共
土
木
工
事
等

ヘ

の
県
産
材
の
利
用
推
進
、
需
要
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

六
月
の
無
料
オ
ー
プ
ン
期
間
か
ら
十

一
月
ま
で
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ア
　
六
月
の
九
日
間
の
無
料
開
放
期
間
中

の
利
用
者
は
三
千
六
百
九
十
九
人

イ
　
七
月
は
二
十
七
日
間
で
、
九
千
四
百

六
十
五
人

ウ
　
八
月
は
二
十
六
日
間
で
、
九
千
八
十

六
人

工
　
九
月
は
二
十
六
日
間
で
、
四
千
四
百

二
十
八
人

オ
　
十
月
は
二
十
六
日
間
で
、
三
千
四
百

八
十
五
人

力
　
十

一
月
は
機
械
点
検
の
た
め
十
五
日

間
で
、
千
六
百
九
十
七
人

②
市
営
水
泳
プ
ト
ル
に
つ
い
て
は
温
水
プ

ー
ル
の
完
成
を
契
機
に
、
現
在
休
止
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

昨
年
プ
ー
ル
開
放
期
間
中
に
漏
水
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
と
、
住
環
境

へ
の
配
慮

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
今
日
で
は
プ
ー

ル
周
辺
に
住
宅
が
建
ち
並
ぶ
よ
う
に
な

り
、
モ
ー
タ
ー
音
や
利
用
者
の
自
転
車
、

自
動
車
の
駐
車
に
関
す
る
苦
情
が
聞
か

れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。　
一
方
、
休

止
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
各
種
団

体
の
利
用
や
大
会
運
営
に
つ
い
て
大
き

な
支
障
は
な
か
っ
た
と
の
報
告
を
受
け

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市

営
水
泳
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
廃
止
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

12月定例会の一般質問は、12月15日、

16日の両日に行われ、岡本議員をはじめ、

川畑、水尾、石野、石橋、山本、杓子、岡

(泰)、岡(明)、岡尾、山崎議員の11名が、

市政各般にわたり質問を行いました。

(質問と答弁の主な要旨は次のとおり)

Ｑ
感瀬靴略略輔つ温以守「妙碇師雌

つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

①
温
水
プ
ー
ル
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

②
市
営
水
泳
プ
ー
ル
の
今
後
の
運
営
に
つ

い
て
Ａ〔約状調帥勧脚泣紛知づけ巾厳朗

皆
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

近畿自動車道敦賀線 中心杭打式 (府中)

森林の水PR館

市営水泳プール


